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◇表紙写真説明◇

建設機械遠隔操縦人型ロボット
写真提供：㈱カナモト

過去の災害現場や工事現場では，危険を承知の上で人による作業が行われていたが，近年の技術でそ
の危険作業を機械で行うことができてきた。その一つの手段として，建設機械を遠隔で操縦する技術の
確立に取り組んできた。開発当初よりラジコン専用機を作るのではなく，ロボット技術を駆使して従来
からある重機をそのまま利用するというアイディアを基に開発を進めてきた。VR で遠隔操縦を行う技
術開発は，オペレータの操作感覚や機器類の実用性を考慮しなければならない為，とても困難であった
が，試行錯誤の結果，通信速度に関する課題もあるが，各地の災害現場や危険地帯，さらには全国の防
災訓練でもデモンストレーションを行っている。写真は，パワーショベルを人間に代わって操作するロ
ボットの操縦状況であり，右下の写真は，最新型の遠隔操縦コクピットである。
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